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教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 

 

１ 日 時 

   平成２５年７月２４日（水） 

    開会   ９時３０分 

    閉会  １０時２９分 

 

２ 場 所 

   教育委員室 

 

３ 出席者及び欠席委員の氏名 

出席者 岩崎恭典委員長、丹保健一委員、前田光久委員、柏木康惠委員 

山口千代己教育長 

欠席者 なし 

 

４ 出席職員  

教育長 山口千代己（再掲） 

副教育長 真伏利典、次長（教職員・施設担当）信田信行 

次長（学習支援担当）白鳥綱重、次長（育成支援・社会教育担当）野村浩 

次長（研修担当）西口晶子 

教育総務課 課長 荒木敏之 

予算経理課 課長 三井清輝、班長 柘植広光、主幹 前川幸則 

教職員課 課長 梅村和弘、班長 小宮敬徳、主幹 加藤真也 

保健体育課長 阿形克己、指導主事 熊野佳幸、指導主事 下里育人 

 

５ 議案件名及び採択の結果 

           件  名                     審議結果 

   議案第２４号 三重県高等学校等修学奨学金の貸与に関する規則の   

一部を改正する規則案                原案可決 

   議案第２５号 職員の懲戒処分について              原案可決 

 

６ 報告題件名 

件  名 

報告１ 平成２５年度全国高等学校総合体育大会の開催について 

報告２ 平成２５年度三重県中学校総合体育大会の開催について 

報告３ 第３５回東海中学校総合体育大会の開催について 

報告４ 平成２５年度全国中学校体育大会の開催について 

 

７ 審議の概要 

・開会宣言   
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  岩崎恭典委員長が開会を宣告する。 

 

・会議成立の確認 

  全委員出席により会議が成立したことを確認する。 

  

・前回審議事項（平成２５年７月８日開催）の審議結果の確認 

  前回定例会審議結果の内容を確認し、全委員が承認する。 

 

・議事録署名人の指名 

丹保委員を指名し、指名を了承する。 

 

・会議の公開・非公開の別及び進行の確認 

議案第２５号は、人事管理に関する案件のため、非公開で審議することを承認する。 

会議の進行は、非公開の議案第２５号を審議したあと、公開の議案第２４号を審議し、

報告１から報告４の報告を受ける順番とすることを承認する。 

 

・審議事項 

議案第２５号 職員の懲戒処分について (非公開) 

教職員課長が説明し、委員審議のうえ決裁の結果、全委員が承認し、本案を原案どお

り可決する。 

 

・審議事項 

議案第２４号 三重県高等学校等修学奨学金の貸与に関する規則の一部を改正する規則

案 （公開） 

（三井予算経理課長説明） 

  議案第２４号 三重県高等学校等修学奨学金の貸与に関する規則の一部を改正する

規則案 

  三重県高等学校等修学奨学金の貸与に関する規則の一部を改正する規則案につい

て、別紙のとおり提案する。平成２５年７月２４日提出 三重県教育委員会教育長。 

  提案理由 三重県高等学校等修学奨学金の貸与に関する規則の一部を改正する規則

案については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第１項及び三重県

教育委員会権限委任規則第１条第１０号の規定により教育委員会の議決を要する。 

  これが、この議案を提出する理由である。 

  それでは、１ページをご覧ください。今回、審議をお願いする規則改正では、大き

く３点の改正を予定しております。 

  「１ 改正内容」の（１）をご覧ください。１点目の改正点は、平成２５年８月１

日から実施される生活保護基準の引き下げに伴う措置でございます。平成２５年８月

１日から生活保護基準が引き下げられることが、厚生労働省の告示により既に決定し

ております。ご審議いただきます現行の三重県高等学校等修学奨学金は、世帯の合計

所得が生活保護基準の２倍以下である世帯に属する生徒に貸し付けています。従いま
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して、今回の生活保護基準の引き下げに連動して、奨学金の貸与基準も引き下げられ

ることとなります。つまり生徒にとっては不利に働くわけですが、厚生労働省は、生

活保護基準を引き下げるとする一方、他の制度に影響を及ぼさないよう配慮を求めて

おります。 

  １０ページをご覧ください。１０ページは、平成２５年５月１６日付けで厚生労働

事務次官が発出した通知でございます。概要を申し上げますと、本文の上から４行目、

「生活扶助基準の見直しについては、これに伴い、他制度に影響が生じる可能性が指

摘されていることから、政府ではできる限り影響が及ばないようにするため、全閣僚

で対応方針を確認している。」と政府の方針が示され、次の段落の２行目の中ほどか

ら、「各地方公共団体におかれてもこの政府の対応方針の趣旨をご理解いただいた上

で、各地方自治体において適切にご判断・ご対応いただきますようお願いいたします。」

との要請がされております。 

  以上を踏まえまして、１ページの１の（１）にお戻りください。今回の改正では、

当分の間、改正前の生活保護基準を用いることを提案するものでございます。理由と

いたしましては、ただ今ご覧いただきましたように、国からの要請もございますし、

奨学金の貸与を希望する生徒に影響を及ぼさないためです。 

なお、国の平成２５年度当初予算では、今後さらに生活保護基準が引き下げられる

方針も示されておりますが、詳細はいまだ示されていない状況でございます。 

また、この件に関する他県の動向も流動的でございます。従いまして、改正は当分

の間の措置として附則に盛り込むこととしております。 

次に、改正内容の２点目でございます。「１ 改正内容」の（２）をご覧ください。

２点目は、以前から問題になっていたもので、今回を機会に改正を提案するものです。

内容は奨学金の貸与を打ち切る事由に、次の２件を加えるとともに、貸与打ち切りの

事由が解消した場合には、再度、奨学金申請が可能であることを定めるものでござい

ます。貸与打ち切り事由の１点目は、貸与継続の意思確認ができない場合です。本県

の奨学金は、いったん採用を決定いたしますと、貸与継続の意思確認を毎年実施した

上で卒業までの貸与を認めております。しかし、長期欠席など学校でも本人と連絡が

取れず、貸与継続の意思確認ができないケースがしばしば発生しておりますので、今

回の改正では、こうしたケースが貸与打ち切りに該当することを明確にするものでご

ざいます。 

貸与打ち切りの２点目ですが、これは、在学する高等学校等における休学期間が連

続して３年に達した場合です。休学期間は本来１年以内ですが、校長が特に必要と認

めた場合は延長することができると定められております。休学期間中は奨学金の貸与

を一時、停止いたしますが、何年も休学が継続しますと、貸与が停止したままの状態

が何年も続いてしまいます。また、休学期間中は高校に在学していますので、返還も

求めないこととなります。これを防ぐために休学期間が３年間継続した場合には、い

ったん区切りを付け、貸与の打ち切りをすることを定めるものです。 

なお、貸与を打ち切った場合でも、その後復学し、再度、奨学金の貸与を申請した

場合には、これを妨げないことも明記いたします。 

また、貸与を打ち切ったからといって、直ちに返還を求めることにはなりません。
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１年に１回返還猶予の申請をすれば、高校に在学している間は、返還は猶予されます。

ただ、従前は、休学すると何も申請しなくても返還は求められませんでしたが、今回

の改正により、年に１回、本人が返還の猶予申請を行うことが必要になります。休学

中であっても返還猶予の手続きを年１回はしていただくことで、奨学金を借りている

事実が曖昧になることを防止できると考えております。 

この奨学金の目的は、修学の意志を有しつつ、経済的な理由で修学が困難な者への

支援でございます。改正をお願いする２つのケースは、いずれも修学の意志が確認で

きませんので、本奨学金の目的に沿わないケースに当たるものと考えておりまして、

今回改正をお願いするものでございます。 

改正の３点目です。延滞金に関する改正です。「１ 改正内容」の（３）をご覧く

ださい。これは、県が新たに策定しました三重県債権適正化指針を踏まえた改正でご

ざいます。指針に基づき延滞金の名称を「遅延損害金」に改めるとともに、金額の算

定方法を民法に準拠するよう改めるものです。 

最後の所要の改正です。事務効率上の観点から、様式の変更を行うものでございま

す。８ページをご覧ください。第６号様式の改正は、連帯保証人の押印欄を右側、「○印」

と書いてあるのを「実印」と改めるものです。これまでも連帯保証人から実印を頂戴

しておりますが、間違いを防止するために様式で明確にするものです。 

続いて、９ページをご覧ください。第１１号様式の改正は、事務効率向上の観点か

ら、真ん中あたりですが、「予約番号」と「在学中学校」の欄を追加するものです。

規則改正案に関する説明は以上です。よろしくご審議をお願いいたします。 

 

【質疑】 

委員長 

  議案第２４号についていかがでしょうか。 

丹保委員 

  休学期間は原則１年で、校長の判断によって３年まで可能だということですが、例

えばどういう場合にそういうのがあるんですか。校長が１年を超えて休学を認めると

いうことはあるという説明ですが。 

教育長 

  病気とか、あるいは就職をしてみたいとか、そういうことも学校によっては認めて

おる、定時制、通信制の場合ですね。アルバイトをしながら通っていたけども、学校

を続けるのは辛いので、アルバイトを本職のようにしていきたいといって、校長が認

めるというケースもあります。多いのは病気の場合ですね。 

丹保委員 

  分かりました。それから、金額の算定方法を民法に準拠するよう改めるというのと、

下のほうにも遅延損害金の算定根拠を民法に改める必要があるというんですが、これ

はどうしてですか。 

予算経理課長 

  奨学金は民事的な内容の貸付という行為になりますので、民法が適用されるという

ことでこのような扱いになっております。 



5 

 

丹保委員 

  今まではそうではなかったんですか。 

予算経理課長 

  今までは規則によりまして三重県税外収入通則条例の規定の例によりという形で現

行の規則で定めておりますので、率は少し変わりますが、今回の債権適正化指針で民

事間のこのようなものについては民法を適用するという方針が出ましたので、これに

改めるというものです。 

丹保委員 

  では、三重県全体としての方針ということになりますね。分かりました。 

委員長 

  他にいかがでしょうか。生活保護基準の世帯の収入の２倍以下という話でしたね。

かなり高めに設定していると考えていいのかな。 

予算経理課長 

  高め低めというのはなかなか難しいところがありますが。 

委員長 

  それは難しいところだけど、今後、それで、また自民党政権がどんどんカットして

いく可能性はありますね。 

予算経理課長 

  そうです。それはございます。 

委員長 

  そうなると、２倍の設定と新たな生活保護基準がどんどん差が広がっていくことに

なるんですね。 

予算経理課長 

  そうです。ですから、我々としては低所得者層というのを、こういうものを参考に

しているんですが、全国的には多いと思いますが、その元が下がりますので、その考

え方の整理等もございまして、「当分の間」ということにしてございます。 

委員長 

  ただ、「当分の間」もひょっとすると来年の今頃には、という可能性が十分あると

いうことですね。数年続くような話ではなさそうな感じではないか。 

予算経理課長 

  可能性もございます。今のところ３年間で順次、生活保護基準というのも制度的に

見直すこととなっております。それに各県の状況を踏まえて、どうすることがいいの

かというのは、短期間ですが、考えていきたいと思います。 

柏木委員 

  基本的なことですが、奨学金ということでお借りして返していくという形で、利率

が普通に借りるよりも安く確実に借りられる制度ということでよろしいんですね。 

予算経理課長 

  無利子でございます。 

柏木委員 

  無利子ですか。延滞をしてしまうと、それに民法によって遅延損害金ということで
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加算されるという形なんですね。 

予算経理課長 

  そうです。お貸しするものですから、返していただく計画というのを立てていただ

きますので、それが守れないとか、ずっと延滞してしまいますと、遅延の損害みたい

な意味合いで民法でもかかります。今までそれを「延滞金」と言っておりました。 

柏木委員 

  それで、今、延滞金はどれぐらいの金額があるのか、参考程度に教えていただきた

いのですが。 

予算経理課長  

  延滞金は、この規則によりまして教育長が必要と認めた場合は延滞金を免除すると

いうようなことで、ほとんどの場合は免除になっておりますが、非常に悪質な場合で、

例えば、裁判にかかるとか、全然音沙汰も何もない、こちらから何回通知なり電話な

り、あらゆる手段をとっても返還がない場合は、裁判にもっていかざるを得ないので、

そのような場合は延滞金を今は課している状況です。額は非常に少ない額です。 

委員長 

  他に何かございますか。よろしいでしょうか。 

 

【採決】 

－全委員が承認し、本案を原案どおり承認する。－ 

 

・審議事項  

報告１ 平成２５年度全国高等学校総合体育大会の開催について （公開） 

(阿形保健体育課長説明) 

  報告１ 平成２５年度全国高等学校総合体育大会の開催について 

  平成２５年度全国高等学校総合体育大会の開催について、別紙のとおり報告する。

平成２５年７月２４日提出 三重県教育委員会事務局 保健体育課長。 

  １ページをご覧ください。本大会は、「吹きわたれ 若人の風 北部九州へ」とい

う大会スローガンのもと、平成２５年７月２８日日曜日から８月２０日火曜日までの

間、大分県を中心に福岡県、佐賀県、長崎県の北部九州４県で開催されます。 

本県からは落合英次高体連会長を団長に、現在のところ、４３校から男子２７４名、

女子１９４名の合計４６８名の高校生が参加する予定です。 

なお、水泳競技については、７月１９日、２０日、２１日に東海地区高等学校総合

体育大会水泳競技が、この全国大会の予選を兼ねて行われました。水泳の参加選手の

人数は現在集計中であるため、そこには含まれておりません。 

総合開会式は、７月２８日、大分市内の大分スポーツ公園大分銀行ドームにおいて

開催され、山口教育長には選手団の激励をしていただき、その後、開会式に出席いた

だきます。 

３ページには、この競技会場と競技日程の一覧を載せてあります。 

  ４ページをご覧ください。４ページは、種目別の参加校の一覧です。 

 なお、過日の定例会でも報告いたしましたが、特に注目されますのは、平成２４年
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度の全国選抜大会においてレスリング競技大会での優勝を果たしているいなべ総合学

園高等学校の団体及び藤波選手などの活躍が期待されます。また、東海総体の上位入

賞を見ますと、陸上競技、これは私学ですがソフトテニスの三重高女子と、柔道、ウ

エイトリフティング、ボクシング、硬式テニスといった種目で全国総体の入賞が期待

されるところです。 

 

【質疑】 

委員長 

  ありがとうございました。報告１についてはいかがでしょうか。今、有望な期待で

きる種目についてもご説明いただきました。 

  よろしいでしょうか。では、頑張っていただきたいと思います。 

 

－全委員が本報告を了承する。－ 

 

委員長 

  報告２ 平成２５年度三重県中学校総合体育大会の開催について 

報告３ 第３５回東海中学校総合体育大会の開催について 

報告４ 平成２５年度全国中学校体育大会の開催について 

この３件の報告については、いずれも中学校の体育大会に開催するものであります

ので、一括して報告を求めたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

－全委員が同意する。－ 

 

・審議事項 報告２ 平成２５年度三重県中学校総合体育大会の開催について (公開) 

 報告３ 第３５回東海中学校総合体育大会の開催について （公開） 

 報告４ 平成２５年度全国中学校体育大会の開催について （公開） 

 (阿形保健体育課長説明) 

  報告２ 平成２５年度三重県中学校総合体育大会の開催について 

平成２５年度三重県中学校総合体育大会の開催について、別紙のとおり報告する。

平成２５年７月２４日提出 三重県教育委員会事務局 保健体育課長。 

  お手元の資料１ページをご覧ください。 

  「２ 期日」に示してありますとおり、本大会は平成２５年７月２７日土曜日から

８月３日土曜日の期間で、１６競技に県内各中学校から約７，０００名が参加し開催

されます。陸上競技、駅伝は他の日程で開催される予定です。 

  各種目別開催期日と会場の詳細については裏面２ページをご覧ください。 

  なお、この大会においての総合開会式は行わず、各競技で競技の開会式が行われ進

められます。 

 

  報告３ 第３５回東海中学校総合体育大会の開催について 

  第３５回東海中学校総合体育大会の開催について、別紙のとおり報告する。平成  
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２５年７月２４日提出 三重県教育委員会事務局 保健体育課長。 

  資料をご覧ください。第３５回東海中学校総合体育大会は、平成２５年８月６日火

曜日から８月１０日土曜日の期間で１６競技に各県の予選を通過した中学校から約

４,８００名の生徒が参加し開催されます。本大会は、例年ですと愛知県、静岡県、岐

阜県、三重県の順で各県単独で開催しておりますが、今年度はこの後の報告でも触れ

ますが、全国中学校体育大会が東海ブロックで開催されることから、この開催種目を

４県で分散しての開催となりました。 

資料の「４ 三重県開催競技」にありますように、三重県で開催する競技は、バレ

ーボール、ハンドボール、ソフトテニス、バドミントンの４競技で、会場は伊勢市、

鈴鹿市、四日市市において開催されます。なお、他の３県で開催される競技は、「５

東海ブロック開催競技」の表で示したとおりです。 

東海中学校総合大会につきましても、総合開会式は行わず、各競技会場で開会式を

し進められていきます。なお、中学校の大会は、一部種目以外はこの東海大会は全国

大会の予選として位置づけられております。 

 

報告４ 平成２５年度全国中学校体育大会の開催について 

平成２５年度全国中学校体育大会の開催について、別紙のとおり報告する。平成  

２５年７月２４日提出 三重県教育委員会事務局 保健体育課長。 

資料をご覧ください。平成２５年度全国中学校体育大会は、平成２５年８月１７日

土曜日から８月２４日土曜日の間で駅伝と冬季競技を除く１６競技が開催されます。

「４ 三重県開催競技」をご覧ください。三重県では１６競技中、３競技を開催する

こととなっており、新体操は伊賀市の県立ゆめドームうえの、ソフトボール女子は、

津市の河芸グラウンドとヤマギシ豊里球場、男子は、亀山市の東野公園と西野公園、

柔道は、伊勢市の県営サンアリーナを会場として開催いたします。なお、他の３県で

開催します東海各県の開催協議は、「５ 東海ブロック開催競技」に示すとおりです。  

全国中学校体育大会は、各都道府県の県大会、ブロック大会の予選を含め、全国の

多くの中学生が参加する最大の大会であります。参加生徒約１１,０００人、役員は約

８，０００人を見込んでおります。 

その次のページがカラー刷りのチラシ、そして、その裏面には三重県開催の３競技

の試合等の日程が掲載してあります。本県で開催されます全国総合開会式のそれぞれ

の日程には、教育長にご出席いただく予定です。なお、県大会、東海大会、全国大会

の本部は、名張市立赤目中学校内三重県中学校体育連盟に事務局を置いて、記録の集

計、問い合わせ等に対応します。ご都合がつきましたら会場へ足を運んでいただけれ

ばありがたく思います。 

 

【質疑】 

委員長 

  ありがとうございました。お盆を挟んでずっといろんな大会が続いていくというこ

とですね。本当にご苦労様です。 

  という報告２、報告３、報告４でありましたが、これについてはいかがでしょうか。 
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柏木委員 

  質問ですが、中学校の水泳競技、今、三重県の中学校でプールのない学校はたくさ

んありますが、他の県でも、中学校にプールがなく、水泳の練習や授業をしない学校

は、傾向として多くなってきているんでしょうか。 

保健体育課長 

  全国的な傾向としても、プールの設置は少なくなっているようです。ただし、授業

としての水泳は、学習指導要領の中に位置づけてあります。水泳は実技ばかりではな

く、水難に関する基礎的な知識も授業の中にはしっかり組み込んで進めていくという

ことで、プールが施設としてあるかないかということが大きな境目になりますが、こ

のことに関する子どもたちの学習は、水難とか救急法とかいうところを保健体育の分

野の中で進めているところです。 

委員長 

  プールというのは維持管理の問題が一番大きいですか。 

保健体育課長 

  その部分が大きな話ではあります。設置者が、全校生徒での使用頻度といったこと

を考えますと、プールを置くよりは、例えば武道場を置いたほうがいいとか、そうい

った選択の市町教育委員会もあるとは聞いております。 

委員長 

  よろしいですか。他にございますか。 

丹保委員 

  三重県大会の趣旨と東海大会の趣旨、全国大会の目的というのがありますが、これ

は各々違っても別に問題は全くないんですが、気になるのは東海大会の場合は、「ス

ポーツ精神の高揚」と書いてあるんですね。全国大会は「アマチュアスポーツ精神」

と書いてあるんですが、これはどうしてこういう使い分けをするのか。なんか見てい

る感じではどうしてかなと思ってしまいますよね。もし、情報がありましたらお願い

します。三重県のことじゃないので直接はなぜこうなったかは分かりにくいと思いま

すが、気になるので後で教えていただければと思います。 

委員長 

  何か分かるところはありますか。 

保健体育課長 

  全国大会のレベルになりますと、この競技の中ではプロに直結するなどというとこ

ろも推察される中で、全国のトップレベルとなったときには、ここの部分の「アマチ

ュアスポーツ精神」というところを反映しなければならないということで、確かな資

料のもとでの発言とはなりませんが、全国の中学校のトップレベルとなってくると、

そういったことも意識するというところから、全国中学校体育連盟は大会目的の中で

こういったことに触れているところだと思われます。 

委員長 

  東海大会だと、それが「スポーツ精神の高揚」というようにアマチュアが取れて、

県の中学校総体になると、「広くスポーツの実践の機会を与える」ということになる

んだということですね。分かりやすいといえば分かりやすいね。３つ並べるとそうい
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うことですね。 

丹保委員 

  なるほど、そういうことですね。ちょっと分かりにくかったので。さすがですね。 

委員長 

  他に何かございますか。 

前田委員 

  前後するかもわかりませんが、高校の全国大会の中でもゴルフというのはないんで

すね。自分はゴルフが好きなんですが、世界レベルで見ていますと、小学校高学年ぐ

らいの年齢、中学校ぐらい、それこそアマチュア精神をたたき込んでおいたほうがい

いぐらいの、もうプロに並ぶぐらいの生徒が出てきていますね。 

教育長 

  国体競技にはあるんです。 

前田委員 

  国体にはあるんですか。 

保健体育課長 

  そのとおりでありまして、全国高等学校体育連盟に加盟している団体の中では、ゴ

ルフはないです。その他の協会の大会であったり、三重県総体ではゴルフを開催して

おります。 

前田委員 

  これからそういう子も出てくるかも分かりませんね。ああいう世界のトップレベル

の、例えば松山君みたいな子が出るというか。大人になってから始めたのでは到底遅

い。余談でしたが。 

委員長 

  他はよろしいでしょうか。 

 

－全委員が本報告を了承する。－ 


